
意見交換会開催内容（⑥稲田小学校） 

 
日 時：平成２４年６月１５日（金）午後７時～８時 
場 所：稲田小学校 体育館 
出席者：１４名 

 
意見：「学校の適正配置に取り組む理由」の中に複式学級の解消とあるが、複式学級は教育上好ま

しくないと受け取れるがどうか。 
回答：複式学級では１・２年生や３・４年生、５・６年生が同じ教室で一緒に授業を受けることに

なります。この場合、１つの学年の授業をしている間、もう一方の学年は練習問題などの別のこ

とをしています。中には上の学年のことまで覚える子もいますが、つまずいてしまう子にはなか

なか手厚い指導をする機会が得られませんので、教育環境としては最善ではないと考えています。 

意見：統合で一番問題になるのは通学だと思う。稲田中学校が笠間中学校に統合した場合、スクー

ルバス１台では間に合わないし、下校時間も違う。 

回答：笠間中学校に行くとなると大変な距離になりますが、その場合の交通手段については保護者

の皆さんと納得がいくまで話し合っていくことになります。これまでの意見交換会でも通学のこ

とを一番心配されていましたし、統合に向けて解決しなければならない課題もたくさんあります。

稲田中学校は現在１年生と２年生がそれぞれ１クラスで３年生が２クラスですが、稲田小学校か

ら入学してくる子どもたちの人数や未就学児の人数を見ると、今後も２クラスを維持していくこ

とになります。将来の出生数によっては統合の対象になる可能性がないわけではありませんが、

そのときには既に統合した学校の事例を参考にしていくことになります。 

意見：適正配置方針では、笠間地区が将来的に笠間小学校と稲田小学校の２校体制になる。その場

合、他校の児童は笠間小学校にすべて集約され、稲田小学校はそのままの状態になるのか、それ

とも学区の見直しを行うのか。 

回答：稲田小学校の学区はそのままで、東小学校・佐城小学校・箱田小学校の学区を笠間小学校の

学区にするという考え方で進めています。ただし、笠間小学校よりも稲田小学校のほうが近い場

合や友達関係で稲田小学校に行きたいという場合は、保護者や児童の希望を充分に考慮していく

必要があります。 

意見：笠間小学校が大きくなる反面、稲田小学校はどんどん衰退して将来的に適正規模を維持でき

なくなるのではないかという心配がある。であれば、稲田小学校の周囲を稲田小学校の学区にし

て児童数を増やす必要があると思う。 

回答：稲田小学校に限らず、これまでの検討委員会や学区審議会でも同様のご意見をたくさんいた

だきました。ただし、最終的には、従来の学区の分割ではその地域の理解が得られないという判

断がなされた経緯があります。 

意見：笠間小学校の児童が多くなることによって優遇措置がとられ、稲田小学校は現状で我慢して

ほしいというようなこともあるのではないか。南小学校へはスクールバスで安全に通うことがで

きるが、道を一本はさんだ稲田側の地域は歩道のない危険な道路を歩いて通うというような格差

が生じてしまっては困る。 

回答：児童総数で見ると笠間小学校は多く、稲田小学校は少ないということになりますが、クラス

ごとの学習環境で考えると、どこでも同様の学校経営がなされています。教育委員会としては規

模の大小や統合によって格差が生じるとは考えていません。 


